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１ 点検及び評価について 

平成19年6月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」が改正され（平成20年4月1日施行）、教

育委員会は毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について学識経験者等の知見を活用した点検

･評価を行い、その結果に関する報告書を作成し議会に提出するとともに、公表することとされました。 

備前市教育委員会では、効果的な教育行政の推進に資するとともに市民の皆様への説明責任を果たすた

め、教育委員会の点検及び評価を実施しています。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第1項の規定により教育長に委任された事務そ

の他教育長の権限に属する事務（同条第4項の規定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含

む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議

会に提出するとともに、公表しなければならない。 

2  教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の知見の活用

を図るものとする。 
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２ 教育委員会の活動状況について 

(1) 教育長・教育委員の紹介（令和6年度） 

役職名 氏 名 任   期 備考 

教育長 松畑 熙一 
令和3年5月21日 

～令和6年5月20日 
 

教育長 今脇 誠司 
令和6年5月21日 

～令和9年5月20日 
 

教育委員 出井 鉃二 
令和3年6月1日 

～令和7年5月31日 
 

教育委員 田中 道生 
令和4年6月7日 

～令和8年6月6日 
 

教育委員 金谷 美佳 
令和5年6月９日 

～令和９年6月８日 
 

教育委員 原田 千暁 
令和6年6月5日 

～令和10年6月4日 
 

 

(2) 教育委員会会議の開催状況（令和6年度） 

開催月日 議案・報告等案件 

４月22日 令和6年度備前市教育関係補正予算の提出について  

備前市スクールバス運行規則の一部を改正する規則の制定について  

備前市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例施行

規則の制定について  

備前市教育庁事務決裁規程の一部を改正する等の訓令の制定について  

備前市教育委員会職員被服等貸与規程の一部を改正する規程の制定について 

備前市認可外保育施設等利用児童助成金交付要綱の一部を改正する要綱の制

定について  

備前市通園バス運行に関する実施要綱を廃止する要綱の制定について 

備前市延長保育事業実施要綱の一部を改正する要綱の制定について 

備前市学校教育支援事業補助金交付要綱の一部を改正する要綱の制定について 

教職員の人事異動について 

令和6年度校務を分担する主任等の発令について 

令和6年度園児数、児童及び生徒数並びに学級数について 

令和6年度入園申込状況について 

令和6年度片上高等学校の入学者等の状況について 

通学路合同点検結果について 

5月20日 令和6年度備前市教育関係補正予算の提出について 

備前市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例の制定について 
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6月28日 備前市社会教育委員の委嘱について 

備前市認可外保育施設等利用児童助成金交付要綱の一部を改正する要綱の制

定について 

小中一貫校・義務教育学校について 

人口減少について 

7月26日 備前市教育委員会会議運営に係る申し合わせについて 

人口減少について 

令和７年度使用中学校教科用図書の採択について 

令和７年度使用高等学校教科用図書の採択について 

7月31日 教育委員会事務局職員等の任免について 

9月4日 令和6年度備前市教育関係補正予算の提出について 

備前市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則の制

定について 

令和6年度全国学力・学習状況調査結果の概要について 

人口減少について 

9月13日 議会の議決に付すべき財産の取得について 

9月26日 B教育の取組について 

人口減少について 

英語教育と国際文化交流に関する包括連携協定について 

香登認定こども園について 

10月25日 備前市教育委員会事務委任規則等の一部を改正する等の規則の制定について 

備前市教育庁事務決裁規程の一部を改正する訓令の制定について 

人口減少について 

教育委員会事務局職員等の任免について 

香登認定こども園について 

11月20日 令和6年度備前市教育関係補正予算の提出について 

教職員の人事異動について 

令和7年度備前市立高等学校入学者選抜実施大要について 

人口減少について 

令和5年度児童生徒の問題行動等調査結果について 

12月24日 教職員の人事異動について 

人口減少について 

1月30日 備前市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例の一部

を改正する条例について 

令和7年度全国学力・学習状況調査及び令和7年度岡山県学力・学習状況調査へ

の参加について 

令和6年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果の概要について 

人口減少について 

3



 

 

2月10日 令和6年度備前市教育関係補正予算の提出について 

令和7年度備前市教育関係予算の提出について 

人口減少について 

3月12日 校長・教頭の任免について 

備前市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例施行規則の

一部を改正する規則の制定について 

3月23日 備前市教育委員会事務局処務規則の一部を改正する規則の制定について 

教育委員会事務局職員等の任免について 

3月26日 備前市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部を改正する規則の制

定について 

備前市立小学校及び中学校並びに認定こども園における給食費の管理に関する

条例施行規則の一部を改正する規則の制定について 

備前市立学校及び認定こども園における医療的ケア実施要綱の制定について 

令和6年度通学路合同点検結果について 

 

 

 (3) 教育委員会会議以外の活動状況 

行   事   名 

入園式（認定こども園） 

入学式（小学校・中学校・高等学校） 

教職員着任式 

学校訪問 

中学校体育大会 

小学校運動会 

高等学校体育祭 

認定こども園・小学校運動会 

青少年健全育成大会 

認定こども園生活発表会 

小中美術展 

二十歳の集い 

卒園式（認定こども園） 

卒業式（小学校・中学校・高等学校） 

教職員転退任式 
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３ 教育施策の取組状況について 

(1) 施策の概要 

本市では、令和3年度に市の最上位計画である「第3次備前市総合計画」を策定し、市民の幸せを目指し、

希望ある、未来に期待の持てるまちづくりを進めています。その中でも、教育・文化の分野においては、「誰もが

いつまでも成長し続け、輝けるまち」を政策として掲げ、総合的かつ計画的に推進することとしています。 

令和6年度に実施した施策を対象とした教育委員会の事務に関する点検及び評価は、第3次総合計画の基

本計画における施策体系に基づいて行っています。 

 

(2) 施策の体系 

政策 
基本計画 

（施策） 
主な取組 

誰もがいつまで

も成長し続け、

輝けるまち 

（教育・文化） 

生涯学習の充

実 

地域の教育力向上による「学び」の場の充実 

図書館の蔵書の充実や利便性の向上 

生涯学習の機会や成果を発揮する場の充実 

就学前の教育、

保育等の充実 

待機児童の解消のための体制整備 

園職員の人材確保・育成、メンタルケアの強化 

こども園・保育園と小学校との連携強化（接続カリキュラムの推

進） 

学校教育の充

実 

ICT活用推進体制（機器の配置、教員スキルの向上など）の確

立 

ALT配置の効果と活動の情報発信 

学校図書館司書配置の効果と活動の情報発信 

片上高等学校のキャリア形成支援機能の情報発信 

適正な学校規模の検討の推進 

学校等教育施設の老朽化対策と施設整備の推進 

歴史文化の活

用と伝統文化の

継承 

地域文化資源の実態把握と価値の解明 

歴史・文化の保存・継承への意識の醸成 

歴史・文化の活用の推進と興味・関心を高める情報発信 

文化施設の整理・集約化の検討 

スポーツ・レクリ

エーション活動

の推進 

利用者のニーズに対応した施設環境の整備 

年代を問わずスポーツに触れる場と機会の充実 

スポーツと地域資源の融合による地域の活性化の推進 

 

(3) 施策の点検・評価 

令和6年度に実施した教育施策について、成果指標を設定し、目標値を定め、その目標に向かってどのよう

に進捗しているかを測定しています。次ページから施策ごとに施行状況を評価しています。 
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令
和
７
年
度
行
政
評
価

政
策
１

誰
も
が
い
つ
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち

（
令
和
６
年
度

事
業
実
施
分
）
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※
特
別
会
計
は
除
く

幅
広
い
世
代
の
市
民
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
の
知
識
や
技
術
を
習
得
し
、
学
ん
だ
こ
と
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
生
涯
学
習
の
た
め
の
環
境
が
整
っ
て
い
ま

す
。
地
域
の
教
育
力
の
向
上
に
よ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
学
ぶ
楽
し
さ
、
喜
び
、
充
実
感
の
中
で
成
⾧
し
、
生
き
が
い
を
感
じ
な
が
ら
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施
策

の
方

向
性

・目
標

（
総

合
計

画
よ

り
）

【
「
学
び
」
の
環
境
づ
く
り
】

・
地
域
全
体
で
生
涯
学
習
を
推
進
し
て
い
く
た
め
、
地
域
、
家
庭
、
学
校
、

N
PO
等
が
連
携
し
た
地

域
の
教
育
力
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
家
庭
教
育
に
関
す
る
学
習
機
会
を
設
け
、
子
育
て
家
庭
を
地
域
全
体
で
支
援
す
る
と
と
も
に
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て
健
全
育
成
へ
の
取
組
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
魅
力
あ
る
図
書
館
づ
く
り
】

・
現
在
の
図
書
館
は
小
規
模
で
あ
り
、
図
書
及
び

IC
T関
連
資
料
の
展
示
、
閲
覧
、
保
管
な
ど
の
ス

ペ
ー
ス
が
限
ら
れ
、
駐
車
場
も
十
分
で
な
い
こ
と
か
ら
、
施
設
の
整
備
が
必
要
で
す
。

・
市
民
が
気
軽
に
利
用
し
、
世
代
を
通
じ
て
図
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
利
便
性
や
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
公
民
館
活
動
の
充
実
】

・
趣
味
に
関
す
る
講
座
に
比
べ
、
学
び
を
中
心
と
し
た
講
座
が
少
な
い
傾
向
で
す
。
身
近
な
学
び
の

場
と
し
て
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
、
市
民
の
自
己
実
現
を
促
進
す
る
公
民
館
事
業
を
展
開
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

・
若
年
層
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
公
民
館
事
業
に
つ
い
て

よ
り
多
く
の
方
へ
の
周
知
が
必
要
で
す
。現
状

と解
決

す
べ

き
課

題

令
和

7年
度

施
策

評
価

シ
ー

ト
（

評
価

対
象

R
6年

度
）

【生
涯

学
習

課
・図

書
館

活
動

課
】

政
策
1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策
01

生
涯
学
習
の
充
実

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
5

1
,6

0
7

 

3
3

7
,7

6
2

 
経
費
の
内
訳
（
千
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

8
,4

1
0

 

3
2

3
,0

3
8

 

特
定
財
源
の
活
用
（
千
円
）
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7
4

.9
%

4
6

.4
%

6
9

.0
%

8
5

.5
%8
5

.8
% 8

7
.7

%
7

8
.7

%9
0

.0
%

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

公
民
館
講
座
募
集
定
員
の
充
足
率

指
標

目
標

1
1
2

,6
8

7

1
0

4
,3

4
3

5
8

,3
6
55
8
,5

9
5

7
8
,3

1
5

7
8
,6

9
9

9
4
,3

4
5

 

1
1
6

,0
0

0
 

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

公
民
館
利
用
者
数
（
件
）

指
標

目
標

成
果

指
標

（
達

成
し

た
い

目
標

）

6
,8

1
0

 6
,1

3
4

 3
,0

6
4

 5
,3

7
3

 7
,8

8
7

 

1
0

,4
8

0
 1

0
,5

0
0

 

6
,2

0
0

 

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

小
中
学
生
に
関
わ
る
地
域
の
支
援
者
数

（
人
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

適
切
な
コ
ロ
ナ
対
策
を
行
い
な
が
ら
工
夫
し
て
活
動

の
場
の
創
出
に
努
め
た
こ
と
に
よ
り
、
目
標
値
を
大
き

く
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

2
.8

2
.7

2
.1

2
.1

2
.4

2
.6

2
.5

3
.1

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

市
民
一
人
あ
た
り
図
書
貸
出
冊
数
（
冊
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

貸
出
冊
数
に
つ
い
て
は
、
R5
か
ら
本
館
は
増
加
し
て

い
た
が
、
日
生
及
び
吉
永
分
館
に
つ
い
て
は
減
少
し
て

い
た
。
分
館
の
蔵
書
等
の
充
実
や
利
用
促
進
を
図
り
ま

す
。

成
果

指
標

の
分

析

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
適
切
な
対
策
と
利

用
促
進
を
並
行
し
て
行
っ
た
こ
と
で
利
用
者
数
も
増
加

し
ま
し
た
。
引
き
続
き
利
用
促
進
に
注
力
し
目
標
達
成

を
目
指
し
ま
す
。

成
果

指
標

の
分

析
（

任
意

指
標

）

各
年
度
で
実
績
値
の
変
動
は
あ
る
も
の
の
、
引
き
続

き
、
地
域
の
社
会
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
幅
広
い
年
代

や
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
講
座
を
企
画
し
行
っ
て
い
き

ま
す
。

指 標 の 説 明

【小
中

学
生

に
関

わ
る

地
域

の
支

援
者

数
】

「地
域

学
校

協
働

本
部

」及
び

「ま
な

び
塾

+
」支

援
者

の
年

間
延

べ
人

数
【市

民
一

人
あ

た
り図

書
貸

出
冊

数
】

貸
出

冊
数

÷
人

口
【公

民
館

利
用

者
数

】
市

内
全

公
立

公
民

館
(1

6館
)の

年
間

の
総

利
用

者
数

【公
民

館
講

座
募

集
定

員
の

充
足

率
】

応
募

者
数

÷
定

員

8



課
題

に
対

す
る

主
な

取
組

施
策

の
評

価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【進
行

年
度

の
取

組
内

容
】

（
課

題
解

決
状

況
）

○
地
域
学
校
協
働
本
部
事
業
で
は
、
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
が
、
２
協
議
会
（
４
校
）
で
設
置
さ
れ
、

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
２
名
の
委
嘱
を
行
い
ま
し
た
。

○
図
書
館
利
用
者
の
増
加
を
図
る
た
め
、
従
来
の
「
図
書
館
だ
よ
り
」
の
発
行
、
市
広
報
・
H
P」
に
加
え
て
、
SN
S（
ラ
イ
ン
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
）
に
よ
る
広
報
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
ス
マ
ー
ト
図
書
館
の
利
用
促
進
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

〇
公
民
館
活
動
で
は
、
幅
広
い
世
代
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
講
座
の
開
催
を
行
い
ま
し
た
。

生
涯

学
習

課
⾧

川
淵

裕
之

図
書

館
活

動
課

⾧
杉

田
和

也

【翌
年

度
の

取
組

目
標

】

〇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
全
校
設
置
に
向
け
、
引
き
続
き
伴
走
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
新
図
書
館
の
開
館
に
向
け
て
蔵
書
の
充
実
と
運
営
体
制
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
読
書
推
進
行
事
に
つ
い
て
も
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
参
加
者
の
増
加
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

〇
公
民
館
活
動
で
は
、
地
域
の
学
習
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
発
揮
し
「
生
活
文
化
を
高
め
る
事
業
」
「
地
域
生
活
に
根
ざ
す
事
業
」
な
ど

学
習
機
会
の
提
供
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

二 次 評 価 者

役
職

生
涯

学
習

部
⾧

○
令
和
７
年
度
よ
り
学
校
運
営
協
議
会
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
が
２
協
議
会
（
伊
里
小
中
、
吉
永
小
中
の
４
校
）
で
設
置
さ
れ
、
そ
の
取
り
組
み
が

開
始
さ
れ
ま
し
た
。
未
設
置
の
学
校
を
含
め
支
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
中
央
公
民
館
は
ビ
ー
テ
ラ
ス
へ
の
移
転
な
ど
の
変
化
が
あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
図
書
館
が
新
設
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
課
題
と
な
っ
て
い
た
蔵
書
の
充
実
と
快
適
な
閲
覧
ス
ペ
ー
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
誰
も
が
自
由
に
無
料

で
利
用
で
き
る
第
三
の
居
場
所
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
交
流
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
い
、
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

氏
名

杉
田

和
也

政
策
1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策
01

生
涯
学
習
の
充
実

課
 題

具
体

的
に

実
施

し
た

事
業

や
取

組
事

業
や

取
組

の
概

要
予

算
執

行
（

万
円

）
ア

ウ
ト

プ
ット

（
ど
の

くら
い

の
事

業
や

取
組

を
行

っ
た

か
）

ア
ウ

ト
カ

ム
(ど

れ
だ

け
の

成
果

が
得

ら
れ

た
か

）

「学
び

」の
環

境
づ

くり
地

域
学

校
協

働
本

部
事

業
地

域
と
学

校
の

連
携

・協
働

活
動

2
3
6

市
内

9
本

部
１

１
学

校
で

実
施

支
援

者
数

（
延

べ
）

1
0
,5

0
0
人

「学
び

」の
環

境
づ

くり
備

前
ま

な
び

塾
＋

土
曜

日
・⾧

期
休

業
講

座
公

民
館

を
活

用
し

た
学

習
支

援
1
9
2

市
内

1
0
公

民
館

で
2
5
回

程
度

ず
つ

実
施

登
録

者
数

（
率

）
1
7
5
人

（
1
2
.2

％
）

対
象

者
:

市
内

小
学

３
年

生
か

ら
中

学
3
年

生
の

1
,4

2
6
人

魅
力

あ
る

図
書

館
づ

くり
図

書
館

運
営

事
業

（
図

書
館

）
読

書
推

進
行

事
2
9

市
立

図
書

館
３

館
で

9
行

事
を

実
施

参
加

者
数

（
延

べ
）

2
,0

3
5
人

公
民

館
活

動
の

充
実

公
民

館
講

座
事

業
（

中
央

公
民

館
）

幅
広

い
世

代
の

方
に

参
加

で
き

る
講

座
を

行
う

1
1

５
講

座
募

集
定

員
の

充
足

率
7
0
.0

%

公
民

館
活

動
の

充
実

公
民

館
講

座
事

業
（

日
生

地
域

公
民

館
）

親
子

対
象

の
体

験
型

の
講

座
を

行
う

1
0

２
講

座
募

集
定

員
の

充
足

率
7
7
.5

%

公
民

館
活

動
の

充
実

公
民

館
講

座
事

業
（

吉
永

地
域

公
民

館
）

幅
広

い
世

代
の

方
に

参
加

で
き

る
講

座
を

行
う

4
4
講

座
募

集
定

員
の

充
足

率
6
7
.1

%

9



※
特
別
会
計
は
除
く

認
定
こ
ど
も
園
（
以
下
、
「
こ
ど
も
園
」
と
い
う
。
）
、
保
育
園
、
民
間
の
小
規
模
保
育
園
、
認
可
外
保
育
施
設
の
環
境
が
整
い
、
家
庭
保
育
と
就
園
児
の
両
方
が

等
し
く
幼
児
教
育
を
受
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
支
援
を
必
要
と
す
る
就
園
児
に
は
地
域
の
子
育
て
機
関
な
ど
と
連
絡
を
密
に
し
、
こ
ど
も
園
・
保

育
園
・
小
学
校
の
積
極
的
な
連
携
に
よ
り
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
び
の
接
続
が
で
き
て
い
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施
策

の
方

向
性

・目
標

（
総

合
計

画
よ

り
）

【
待
機
児
童
の
解
消
】

・
保
育
料
の
無
償
化
に
よ
り
、

0
～

2
歳
児
の
入
園
希
望
者
が
増
加
し
た
結
果
、
待
機
児
童
が
発
生

し
入
園
し
た
い
園
に
入
れ
な
い
家
庭
が
あ
る
た
め
、
待
機
児
童
解
消
へ
向
け
た
対
策
が
必
要
で
す
。

【
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
人
材
確
保
】

・
0
～

2
歳
児
に
お
け
る
保
育
料
の
無
償
化
に
よ
り
保
育
需
要
が
増
大
し
て
い
る
た
め
、
受
入
れ
に

対
応
で
き
る
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
確
保
が
必
要
で
す
。

【
支
援
が
必
要
な
園
児
へ
の
対
応
】

・
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
が
増
え
て
お
り
、
保
育
士
配
置
基
準
以
上
の
保
育
士
を
配
置
す
る
必
要
が

あ
る
た
め
、
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
人
材
確
保
が
必
要
で
す
。

【
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
対
応
】

・
保
護
者
等
か
ら
の
相
談
対
応
に
つ
い
て
は
、
保
育
士
・
保
育
教
諭
が
複
数
名
、
⾧
時
間
の
対
応
を

求
め
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
た
め
、
保
育
士
・
保
育
教
諭
の
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

【
こ
ど
も
園
・
保
育
園
と
小
学
校
と
の
連
携
】

・
こ
ど
も
園
・
保
育
園
の

5
歳
児
か
ら
小
学
校
１
年
生
へ
、
互
い
の
交
流
を
促
進
し
、
子
ど
も
た
ち

の
成
⾧
や
学
び
の
状
況
に
つ
い
て
円
滑
な
引
き
継
ぎ
が
必
要
で
す
。

現
状

と解
決

す
べ

き
課

題

令
和

7年
度

施
策

評
価

シ
ー

ト
（

評
価

対
象

R
6年

度
）

【幼
児

教
育

課
】

政
策
1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策
02

就
学
前
の
教
育
、
保
育
等
の
充
実

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

2
2

2
,2

4
5

 

1
8

,4
4

3
 

経
費
の
内
訳
（
千
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
2

2
,9

9
5

 

8
,2

2
6

 

特
定
財
源
の
活
用
（
千
円
）

10



9
6

.5
% 9

4
.1

%9
6

.6
% 9

4
.8

%9
4

.3
%

9
5

.9
%

9
7

.9
%

1
0

0
.0

%

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

「
子
ど
も
が
楽
し
く
園
に
通
っ
て
い
る
」
と
思
う

割
合

指
標

目
標

2
1

2
3

1
6

1
9

3
1

4
4

3
8

3
74
0

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

私
立
保
育
園
・
認
可
外
保
育
へ
の
入
所
人
数

（
人
）

指
標

目
標

成
果

指
標

（
達

成
し

た
い

目
標

）

1
,1

6
02

,1
8

9
2

,1
6

8
2

,7
8

02
,2

4
9 1

,4
7

6
 

1
,4

4
4

 1
,0

0
0

 

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

一
時
保
育
利
用
人
数
（
人
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

児
童
数
の
減
少
や
園
を
利
用
す
る
児
童
が
増
え
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
利
用
児
童
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

7
3

.6
% 7

3
.3

%
7

1
.0

%7
2

.6
%7

4
.8

%
7

3
.6

%7
5

.7
%8

0
.0

%

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

公
立
保
育
園
・
こ
ど
も
園
へ
の
入
園
率

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

保
育
料
の
無
償
化
等
の
影
響
に
よ
り
入
園
率
は
増
加

傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。

成
果

指
標

の
分

析

市
内

小
規

模
保

育
所

の
整

備
な

どに
よ

り、
ほ

ぼ
目

標
値

を
達

成
す

る
こ

とが
で

き
ま

し
た

。

成
果

指
標

の
分

析

保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
満
足
度
は
概
ね
高
い
水

準
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

指 標 の 説 明

【一
時

保
育

利
用

人
数

】
伊

部
・日

生
・吉

永
認

定
こ

ども
園

の
年

間
一

時
保

育
利

用
人

数
の

合
計

【公
立

保
育

園
・こ

ども
園

へ
の

入
園

率
】

全
入

園
児

数
÷

0～
6歳

未
満

の
人

数
【「

子
ど
も

が
楽

し
く園

に
通

って
い

る
」と

思
う
割

合
】

保
護

者
ア

ン
ケ

ー
ト

に
よ

り回
答

の
あ

った
割

合
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課
題

に
対

す
る

主
な

取
組

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
2
就
学
前
の
教
育
、
保
育
等
の
充
実

課
　
題

具
体

的
に

実
施

し
た

事
業

や
取

組
事

業
や

取
組

の
概

要
予

算
執

行
（

万
円

）
ア

ウ
ト
プ

ット
（

ど
の

くら
い

の
事

業
や

取
組

を
行

っ
た

か
）

ア
ウ

ト
カ
ム

(ど
れ

だ
け

の
成

果
が

得
ら
れ

た
か

）

待
機

児
童

の
解

消
小

規
模

保
育

所
整

備
事

業
N

PO
法

人
が

整
備

す
る

小
規

模
保

育
所

整
備

に
対

し
て

補
助

す
る

。
5
,0

8
3
万

円
私

立
保

育
園

へ
の

運
営

扶
助

費

待
機

児
童

の
解

消
認

可
外

保
育

施
設

等
利

用
助

成
金

認
可

外
保

育
施

設
等

に
入

所
す

る
児

童
の

保
護

者
に

対
し

て
保

育
料

を
助

成
す

る
。

6
1
4
万

円
認

可
外

施
設

の
利

用
助

成
金

（
対

象
児

童
　
2
6
人

）

保
育

士
・保

育
教

諭
の

人
材

確
保

保
育

IC
T
化

推
進

事
業

保
育

士
の

業
務

改
善

に
よ

り
保

育
の

質
向

上
の

た
め

園
の

IC
T
化

を
進

め
る

。
2
8
9
万

円
園

の
ネ

ット
ワ

ー
ク
構

築
、
保

育
業

務
支

援
シ

ス
テ

ム
の

導
入

登
降

園
の

管
理

や
保

護
者

へ
の

連
絡

等
が

ス
ム

ー
ズ

に
で

き
た

こ
と
に

よ
り
、
保

育
教

諭
等

の
業

務
負

担
を

軽
減

す
る

こ
と
が

で
き

た
。

支
援

が
必

要
な

園
児

へ
の

対
応

職
員

研
修

委
託

事
業

支
援

が
必

要
な

園
児

の
把

握
、
適

切
な

支
援

に
向

け
た

研
修

を
行

う
。

7
3
万

円
職

員
研

修
の

実
施

回
数

（
市

内
こ
ど
も

園
　
3
3
回

）
支

援
対

象
児

童
　
8
6
人

こ
ど
も

園
・保

育
園

と
小

学
校

と
の

連
携

接
続

カ
リキ

ュ
ラ
ム

の
推

進
接

続
カ
リキ

ュ
ラ
ム

に
よ

る
取

組
み

を
進

め
る

と
と
も

に
内

容
を

検
証

す
る

。
3
2
2
万

円
接

続
教

育
マ

ネ
ー

ジ
ャ
ー

を
1
名

配
置

こ
ど
も

園
と
小

学
校

と
の

交
流

促
進

及
び

情
報

共
有

を
図

る
こ
と
が

で
き

、
就

学
前

か
ら
小

学
校

へ
の

円
滑

な
接

続
が

で
き

た
。

A
LT

を
活

用
し

た
外

国
語

教
育

環
境

の
充

実
と
周

知
Ａ

Ｌ
Ｔ

配
置

事
業

全
て

の
公

立
こ
ど
も

園
・保

育
園

に
A
LT

を
配

置
す

る
。

6
9
7
万

円
A
LT

を
2
名

配
置

英
語

を
自

然
に

口
に

す
る

な
ど
、
英

語
や

異
文

化
を

身
近

な
も

の
と
し

て
と
ら
え

る
園

児
が

増
え

た
。

物
価

高
騰

下
で

の
就

学
前

教
育

・保
育

に
係

る
保

護
者

負
担

軽
減

給
食

賄
材

料
費

・保
育

材
料

費
の

納
付

免
除

保
育

園
・こ

ど
も

園
に

在
園

す
る

児
童

に
係

る
給

食
費

・
保

育
材

料
費

の
納

付
免

除
5
,6

8
2
万

円
納

付
免

除
し

た
延

べ
人

数
　
7
,6

9
2
人

子
育

て
世

帯
の

経
済

的
負

担
を

軽
減

で
き

、
経

済
的

な
不

安
を

解
消

す
る

こ
と
が

で
き

た
。

待
機

児
童

数
の

減
少

（
R
元

年
度

末
:1

9
人

→
R
6
年

度
末

:
1
人

）
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課
題

に
対

す
る

主
な

取
組

施
策

の
評

価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【進
行

年
度

の
取

組
内

容
】

（
課

題
解

決
状

況
）

○
待
機
児
童
の
解
消
に
資
す
る
た
め
、
私
立
保
育
園
の
運
営
支
援
や
認
可
外
施
設
利
用
助
成
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
同
時
に
保
育
教
諭
の
人
材

確
保
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
待
機
児
童
数
は
減
少
し
て
い
ま
す
。

○
支
援
の
必
要
な
園
児
へ
の
適
切
な
対
応
や
保
育
教
諭
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
職
員
研
修
や
メ
ン
タ
ー
制
度
の
取
組
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

○
小
学
校
へ
の
円
滑
な
引
継
の
た
め
、
交
流
促
進
や
情
報
共
有
に
よ
り
円
滑
な
接
続
が
で
き
ま
し
た
。

幼
児

教
育

課
⾧

文
田

栄
美

【翌
年

度
の

取
組

目
標

】

○
子
育
て
支
援
の
充
実
や
保
育
教
諭
等
の
人
材
確
保
の
取
組
に
よ
り
、
市
民
満
足
度
は
高
く
待
機
児
童
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

○
今
後
は
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ
や
国
の
進
め
る
新
た
な
子
育
て
政
策
に
対
応
す
る
た
め
、
研
修
等
を
通
じ
た
保
育
教
諭
等
の
人
材
育
成

や
業
務
負
担
の
軽
減
に
向
け
た
取
組
に
よ
り
、
質
の
高
い
保
育
の
提
供
を
目
指
し
ま
す
。

二 次 評 価 者

役
職

教
育

振
興

部
⾧

○
少
子
化
に
よ
り
待
機
児
童
も
解
消
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
成
⾧
で
き
る
環
境
整
備
、
教
諭
の
人
材
育
成
、
働
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
引
き
続
き
関
係
機
関
と
も
連
携
し
て
、
安
全
・
安
心
な
環
境
整
備
、
保
育
の
質
を
高
め
て
い
く
こ
と
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

氏
名

久
保

山
仁

也

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
2
就
学
前
の
教
育
、
保
育
等
の
充
実

13



※
特
別
会
計
は
除
く

子
ど
も
た
ち
が
、
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
、
学
び
に
出
会
う
機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
備
前
市
で
学
ん
だ
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く
力
を
獲
得
で
き
る
教
育
が
行
わ
れ
、
「
生
き
る
力
」
「
創
造
す
る
勇
気
」
「
郷
土
を
愛
す
る
心
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目

指
し
ま
す
。施
策

の
方

向
性

・目
標

（
総

合
計

画
よ

り
）

【
IC

T環
境
を
活
用
し
た
教
育
の
充
実
】

・
教
職
員
の

IC
T機
器
活
用
ス
キ
ル
の
向
上
や

IC
T機
器
活
用
に
よ
る
授
業
改
善
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。

【
A

LT
を
活
用
し
た
外
国
語
教
育
環
境
の
充
実
と
周
知
】

・
A

LT
全
校
配
置
後
の
学
力
調
査
結
果
に
は
外
国
語
教
育
環
境
充
実
の
効
果
が
表
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
と
の

A
LT
活
用
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
家
庭
・
地
域
・
学

校
が
一
体
と
な
り
、
外
国
語
教
育
環
境
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
情
報
発
信
の
充
実
及
び

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
踏
ま
え
た
活
用
方
法
の
一
層
の
充
実
が
必
要
で
す
。

【
学
校
図
書
館
司
書
全
校
配
置
に
よ
る
教
育
環
境
の
充
実
と
周
知
】

・
学
校
図
書
館
司
書
が
全
校
配
置
さ
れ
、
効
果
的
な
活
用
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
保
護
者

や
地
域
の
方
々
と
の
学
校
図
書
館
司
書
の
活
用
イ
メ
ー
ジ
の
共
有
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
家
庭
・
地

域
・
学
校
が
一
体
と
な
り
、
学
校
図
書
館
を
よ
り
効
果
的
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
情
報
発
信
の
充
実
及
び

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
踏
ま
え
た
活
用
方
法
の
一
層
の
充
実
が
必
要
で
す
。

【
片
上
高
等
学
校
の
魅
力
化
推
進
及
び
周
知
】

・
継
続
的
に
片
上
高
等
学
校
の
教
育
活
動
の
特
色
や
魅
力
の
強
化
と
周
知
が
必
要
で
す
。

【
学
校
の
再
編
整
備
の
検
討
】

・
少
子
化
が
進
ん
で
お
り
、
学
校
規
模
が
小
規
模
化
し
て
い
る
中
、
効
果
的
な
学
校
運
営
や
教
育
機
会
の
均

等
の
観
点
か
ら
学
校
規
模
の
適
正
化
と
地
域
に
お
け
る
学
校
の
重
要
性
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
必
要
で
す
。

【
学
校
等
教
育
施
設
の
老
朽
化
対
策
】

・
昭
和

4
0～

6
0年
代
に
集
中
的
に
施
設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
老
朽
化
が
進
み
、
将
来
一
斉
に
更
新
時

期
を
迎
え
る
た
め
、
計
画
的
な
改
修
や
更
新
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
等
の

施
設
の
整
備
も
必
要
で
す
。

現
状

と解
決

す
べ

き
課

題

令
和

7年
度

施
策

評
価

シ
ー

ト
（

評
価

対
象

R
6年

度
）

【教
育

総
務

課
･教

育
政

策
課

･学
校

教
育

課
】

政
策
1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策
03

学
校
教
育
の
充
実

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

8
6

5
,2

9
6

 

6
5

,9
0

1
 

経
費
の
内
訳
（
千
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
5

7
,5

2
9

 

5
0

,5
9

0
 

特
定
財
源
の
活
用
（
千
円
）
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8
5

.7
 9

0
.0

 8
5

.7
 1

0
0

.0
 1
0

0
.0

 1
0

0
.0

 1
0

0
.0

 9
0

.0
 

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

希
望
進
路
意
識
・
進
路
決
定
率
（
％
）

指
標

目
標

7
1
.0

 
7

0
.4

 
6

4
.8

 

9
0
.0

 

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

貸
出
冊
数
・
学
校
図
書
満
足
度
（
％
）

指
標

目
標

成
果

指
標

（
達

成
し

た
い

目
標

）

8
6

.0
 

9
5

.5
 

8
0

.0
 

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

IC
T活
用
ス
キ
ル
達
成
度

・
IC
T環
境
満
足
度
（
％
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

令
和
6年
度
末
、
市
独
自
の
調
査
で
「
学
習
の
中
で
PC
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
の
IC
T機
器
を
使
う
の
は
勉
強
の
役
に
立

つ
と
思
い
ま
す
か
。
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
肯
定
的
な

回
答
が
小
学
校
（
５
・
６
年
）
93
.7
％
、
中
学
校
９
3.
1％

で
あ
り
ま
し
た
。

8
8

.9
 

8
8

.8
 

9
0

.0
 

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

外
国
語
教
育
環
境
満
足
度
（
％
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

令
和
7年
度
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
質
問
紙

「
英
語
の
勉
強
は
大
切
だ
と
思
い
ま
す
か
。
」
と
い
う
質

問
項
目
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
実
績
値
と
し
て
の
計
上
が

で
き
ま
せ
ん
。

成
果

指
標

の
分

析

令
和
3年
度
:
小
学
生
:
10
1冊
/人

72
％

中
学
生
:
22
冊
/人

70
.1
％

令
和
4年
度
:
小
学
生
:
79
冊
/人

73
.4
％

中
学
生
:
24
冊
/人

67
.4
％

令
和
5年
度
:
小
学
生
:
86
冊
/人

中
学
生
:
24
冊
/人

令
和
6年
度
:
小
学
生
:
87
冊
/人

63
.6
%

中
学
生
:
20
冊
/人

66
.0
%

成
果

指
標

の
分

析

片
上
高
等
学
校
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
が
推

進
さ
れ
て
い
る
。
年
度
に
よ
っ
て
数
値
は
変
わ
っ
て
く
る

も
の
の
概
ね
目
標
値
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

指 標 の 説 明

【I
C
T活

用
ス

キ
ル

達
成

度
・I

C
T環

境
満

足
度

】
IC

T
活

用
ス

キ
ル

達
成

度
(教

員
)と

IC
T
環

境
満

足
度

(児
童

生
徒

)の
平

均
値

（
備

前
市

学
習

環
境

に
関

す
る

調
査

よ
り）

【外
国

語
教

育
環

境
満

足
度

】
複

数
調

査
項

目
の

平
均

値
（

備
前

市
学

習
環

境
に

関
す

る
調

査
よ

り）
【貸

出
冊

数
・学

校
図

書
満

足
度

】
貸

出
冊

数
の

達
成

率
と学

校
図

書
満

足
度

平
均

値
（

備
前

市
学

習
環

境
に

関
す

る
調

査
よ

り）
【希

望
進

路
意

識
・進

路
決

定
率

】
希

望
す

る
進

路
が

決
定

し
て

い
る

生
徒

の
割

合
（

進
路

意
識

調
査

・進
路

決
定

調
査

よ
り）
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課
題

に
対

す
る

主
な

取
組

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
3
学
校
教
育
の
充
実

課
　

題
具

体
的

に
実

施
し

た
事

業
や

取
組

事
業

や
取

組
の

概
要

予
算

執
行

（
万

円
）

ア
ウ

ト
プ

ット
（

ど
の

くら
い

の
事

業
や

取
組

を
行

っ
た

か
）

ア
ウ

ト
カ
ム

(ど
れ

だ
け

の
成

果
が

得
ら
れ

た
か

）

IC
T

環
境

を
活

用
し

た
教

育
の

充
実

電
子

黒
板

の
導

入
主

体
的

・協
働

的
な

学
び

を
実

現
す

る
た

め
の

環
境

整
備

1
億

6
,3

5
8

万
円

電
子

黒
板

を
1
7
8

台
購

入
し

た
。

主
体

的
・協

働
的

な
学

び
を

よ
り
一

層
深

め
る

こ
と
が

で
き

た
。

A
LT

を
活

用
し

た
外

国
語

教
育

環
境

の
充

実
と

周
知

A
LT

配
置

事
業

直
接

雇
用

に
よ

り
配

置
す

る
A
LT

の
活

用
4

,0
0
4
万

円
A

LT
の

学
校

配
置

率
　

7
3

％
R

６
年

度
岡

山
県

学
力

・学
習

状
況

調
査

で
は

、
中

学
１

年
生

は
1

.3
ポ

イ
ン

ト
、
中

学
２

年
生

は
1

.2
ポ

イ
ン

ト
県

平
均

正
答

率
を

下
回

っ
て

い
る

。

学
校

図
書

館
司

書
全

校
配

置
に

よ
る

教
育

環
境

の
充

実
と
周

知
学

校
図

書
館

運
営

事
業

学
校

図
書

館
の

充
実

及
び

児
童

の
読

書
活

動
の

推
進

を
図

る
。

5
,4

6
9

万
円

小
中

学
校

全
校

に
図

書
館

司
書

を
配

置
し

た
。

「学
校

図
書

館
の

現
状

に
関

す
る

調
査

(文
科

省
R

2
)]

に
あ

る
貸

出
冊

数
(年

間
1
人

あ
た

り
)の

小
学

生
冊

、
中

学
生

冊
を

大
幅

に
上

回
っ
て

お
り
、

読
書

活
動

の
推

進
が

図
ら
れ

て
い

る
。

片
上

高
等

学
校

の
魅

力
化

推
進

及
び

周
知

夜
食

の
提

供
生

徒
の

学
習

意
欲

の
向

上
や

健
康

管
理

を
目

的
と
し

て
夜

食
費

を
補

助
す

る
。

6
0

万
円

片
上

高
等

学
校

の
生

徒
の

夜
食

を
提

供
し

た
。

生
徒

が
学

習
前

に
夜

食
を

食
す

る
こ

と
で

学
習

意
欲

の
向

上
が

図
ら
れ

て
い

る
。

学
校

の
再

編
整

備
の

検
討

事
業

実
施

な
し

事
業

実
施

な
し

ー
実

績
な

し
実

績
な

し

学
校

等
教

育
施

設
の

老
朽

化
対

策
老

朽
化

し
た

施
設

の
改

修
事

業
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
改

修
及

び
ト
イ

レ
の

洋
式

化
4
,1

2
5

万
円

・備
前

中
学

校
・吉

永
中

学
校

の
グ

ラ
ウ

ン
ド

の
改

修
　
3
,4

6
5
万

円
・伊

部
小

・伊
里

小
の

ト
イ

レ
洋

式
化

　
6
6

0
万

円
老

朽
化

し
た

施
設

を
改

修
す

る
こ
と
で

、
安

全
な

学
習

環
境

を
整

え
た

。

給
食

費
に

係
る

保
護

者
負

担
軽

減
市

立
小

・中
学

校
に

在
籍

す
る

児
童

・生
徒

の
給

食
費

無
償

化
1

億
2
,7

1
8

万
円

市
立

小
・中

学
校

に
在

籍
す

る
児

童
・生

徒
の

給
食

費
無

償
化

を
実

施
し

た
。

小
・中

学
生

の
給

食
費

に
係

る
保

護
者

負
担

軽
減

小
・中

学
生

に
係

る
学

用
品

費
の

保
護

者
負

担
軽

減
市

立
小

・中
学

校
へ

通
学

す
る

児
童

・生
徒

に
係

る
学

用
品

費
の

納
付

免
除

3
,0

9
9

万
円

市
立

小
・中

学
校

に
在

籍
す

る
児

童
・生

徒
に

係
る

学
用

品
費

を
納

付
免

除
と

し
た

。
・小

学
校

在
籍

児
童

の
納

付
免

除
　
　
1
,3

7
1

万
円

・中
学

校
在

籍
生

徒
の

納
付

免
除

　
　
1
,7

2
8

万
円

小
・中

学
校

で
の

指
導

上
必

要
な

学
用

品
費

の
保

護
者

負
担

が
軽

減
で

き
た

。

小
学

校
新

入
生

に
係

る
学

用
品

費
の

保
護

者
負

担
軽

減
小

学
校

新
入

生
へ

の
通

学
か

ば
ん

の
支

給
及

び
学

用
品

費
の

納
付

免
除

1
7
6

万
円

小
学

校
新

入
生

へ
通

学
か

ば
ん

を
支

給
し

た
。

小
学

校
の

入
学

に
あ

た
り
必

要
な

学
用

品
費

の
保

護
者

負
担

の
軽

減
が

で
き

た
。

国
際

バ
カ
ロ

レ
ア

PY
P・

M
Y
P認

定
校

に
向

け
た

取
組

と
周

知
IB

教
育

に
関

す
る

知
識

の
向

上
IB

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

へ
の

参
加

2
,8

2
3

万
円

IB
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
小

学
校

1
1
9
名

、
中

学
校

6
2
名

参
加

し
た

。
IB

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

小
学

校
1

1
9
名

、
中

学
校

6
2
名

参
加

し
、

IB
教

育
に

関
す

る
知

識
を

習
得

し
た

。

物
価

高
騰

下
で

の
小

・中
学

生
に

係
る

学
校

教
育

費
用

の
保

護
者

負
担

軽
減
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課
題

に
対

す
る

主
な

取
組

施
策

の
評

価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【進
行

年
度

の
取

組
内

容
】

（
課

題
解

決
状

況
）

○
１
人
１
台
端
末
の
更
新
を
行
う
と
と
も
に
、
IC
T機
器
、
ツ
ー
ル
の
活
用
に
よ
る
協
働
的
な
学
び
を
意
識
し
た
授
業
改
善
を
図
り
、

端
末
の
持
ち
帰
り
な
ど
に
よ
り
、
AI
ド
リ
ル
等
を
活
用
し
た
個
別
最
適
な
学
び
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
活
用
頻
度
、

活
用
の
質
と
も
に
学
校
差
が
生
じ
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

○
AL
Tを
各
学
年
１
名
を
ベ
ー
ス
に
増
員
配
置
し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
英
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
身
近
な
環
境
を

構
築
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
AL
Tを
有
効
活
用
し
た
授
業
実
践
や
そ
の
他
教
育
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

○
教
員
と
学
校
図
書
館
司
書
と
が
連
携
し
、
子
ど
も
の
読
書
活
動
や
探
究
的
な
学
び
を
促
す
図
書
資
料
の
活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

１
人
１
台
端
末
活
用
促
進
に
伴
い
書
籍
の
活
用
頻
度
が
減
少
し
な
い
よ
う
、
授
業
に
お
け
る
有
効
活
用
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。

○
片
上
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
卒
業
後
を
見
越
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

教
育

総
務

課
⾧

行
正

英
仁

教
育

政
策

課
⾧

春
森

弘
晃

学
校

教
育

課
⾧

柴
田

洋
輔

【翌
年

度
の

取
組

目
標

】

○
１
人
１
台
端
末
や
各
教
室
の
電
子
黒
板
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
研
修
を
深
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
上
で
授
業
と
家
庭
学
習
の
連
動
を

図
り
つ
つ
、
協
働
的
な
学
び
・
個
別
最
適
な
学
び
を
推
進
し
、
良
い
取
組
を
市
内
で
共
有
す
る
こ
と
で
、
市
内
の
活
用
状
況
の
平
準

化
を
図
り
ま
す
。

○
AL
Tを
配
置
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
意
欲
や
関
心
を
高
め
、
外
国
語
教
育
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

○
教
員
と
学
校
図
書
館
司
書
と
が
連
携
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
子
ど
も
た
ち
が
読
書
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
た
り
、
学
習
活
動
の
中
で

図
書
を
有
効
活
用
で
き
た
り
す
る
よ
う
な
取
組
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

○
片
上
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
社
会
を
生
き
抜
く
力
の
育
成
を
図
り
つ
つ
卒
業
後
を
見
越
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

二 次 評 価 者

役
職

教
育

振
興

部
⾧

○
IC
T機
器
の
有
効
活
用
に
よ
り
個
別
学
習
の
推
進
、
情
報
収
集
能
力
の
向
上
だ
け
で
な
く
、
先
生
の
働
き
方
、
効
率
化
を
進
め
る
う
え
で
も
、
今
後
も
重
要
で

す
の
で
、
よ
り
有
効
活
用
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〇
AL
Tに
つ
い
て
は
、
現
場
等
か
ら
意
見
を
よ
く
聞
き
、
継
続
さ
せ
る
も
の
は
継
続
し
、
見
直
し
す
る
も
の
は
見
直
し
、
課
題
点
も
分
析
し
な
が
ら
、
今
後
に

つ
い
て
も
よ
く
関
係
者
と
協
力
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〇
図
書
館
司
書
に
つ
い
て
は
、
生
徒
の
学
び
や
心
の
成
⾧
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
踏
ま
え
、
楽
し
ん
で
読
書
が
で
き
る
、
関
心
喚
起

と
な
る
よ
う
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〇
多
様
な
生
徒
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
社
会
的
自
立
の
支
援
を
図
り
、
授
業
の
質
を
高
め
な
が
ら
、
個
々
が
幸
福
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

氏
名

久
保

山
仁

也

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
3
学
校
教
育
の
充
実
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※
特
別
会
計
は
除
く

本
市
の
歴
史
・
文
化
を
守
り
、
未
来
に
伝
え
る
た
め
の
保
存
と
活
用
を
進
め
る
中
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
そ
こ
に
住
む
こ
と
に
誇
り

や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
ま
ち
、
新
た
な
文
化
的
魅
力
の
創
出
と
情
報
発
信
に
よ
る
交
流
が
生
ま
れ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
誰
も
が
身
近
な
と
こ
ろ
で
、
い
つ
で
も
、
気
軽
に
芸
術
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施
策

の
方

向
性

・目
標

（
総

合
計

画
よ

り
）

【
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
調
査
・
整
備
】

・
歴
史
・
文
化
に
関
す
る
調
査
が
で
き
て
い
な
い
も
の
や
、
調
査
が
さ
れ
て
い
て
も
活
用
の
た
め
の

環
境
整
備
等
が
で
き
て
い
な
い
た
め
認
識
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
り
、
市
民
へ
周
知
で
き
る
よ
う

調
査
や
整
備
が
必
要
で
す
。

【
歴
史
・
文
化
に
関
わ
る
人
材
確
保
】

・
歴
史
・
文
化
や
芸
術
活
動
を
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
市
民
が
少
な
く
、
特
に
若
者
の
関
心
が
低
い

状
態
で
す
。

・
地
域
の
歴
史
・
文
化
等
に
係
る
人
材
を
地
域
ぐ
る
み
で
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
歴
史
・
文
化
の
市
民
理
解
や

PR
活
動
】

・
歴
史
や
文
化
を
学
び
、
地
域
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
た
上
で
、
守
り
伝
え
、
活
か
し
な
が
ら
、
そ

の
活
動
を
知
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
文
化
遺
産
の
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

・
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
実
感
で
き
る
心
豊
か
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
芸
術
文
化
に
気
軽
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

【
複
数
あ
る
文
化
施
設
の
整
理
】

・
文
化
施
設
は
、
老
朽
化
等
に
よ
り
大
規
模
改
修
や
耐
震
化
等
が
必
要
な
施
設
が
多
い
状
況
で
す
。

ま
た
、
類
似
施
設
も
あ
り
、
機
能
の
集
約
化
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

現
状

と解
決

す
べ

き
課

題

令
和

7年
度

施
策

評
価

シ
ー

ト
（

評
価

対
象

R
6年

度
）

【生
涯

学
習

課
・文

化
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

】

政
策
1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策
04

歴
史
文
化
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
0

4
,8

3
4

 
1

1
3

,8
2

5
 

経
費
の
内
訳
（
千
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

2
,4

7
9

 

5
4

,0
4

2
 

特
定
財
源
の
活
用
（
千
円
）

18



8
2

0
8

1
0

1
4

6
2

5
6

1
8

7
1

8
8

1
2

9

8
5

0

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

文
化
施
設
開
催
の
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

参
加
者
数
（
人
） 指
標

目
標

8
0
.0

%
8

0
.0

%

9
0
.0

%

R5
R6

R7

出
前
授
業
等
の
市
内
教
育
関
連
事
業
で

行
っ
た
内
容
の
理
解
度

指
標

目
標

成
果

指
標

（
達

成
し

た
い

目
標

）

7
7

8
8

8
8

8

1
9

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

市
内
文
化
財
の
新
規
指
定
等
の

候
補
件
数
（
累
計
）
（
件
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

目
標
値
に
は
達
し
て
い
な
い
が
、
今
年
度
祭
礼
の
調

査
等
を
実
施
し
、
新
規
指
定
候
補
の
増
加
を
目
指
し
ま

す
。

7
0

1
1

0

8
6

1
0

0

R4
R5

R6
R7

論
語
か
る
た
大
会
の
参
加
者
数
（
人
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

目
標
値
に
達
し
て
は
な
い
が
、
高
い
水
準
に
あ
る
た

め
、
引
き
続
き
参
加
者
数
増
加
を
目
指
し
ま
す
。

成
果

指
標

の
分

析

生
徒
の
理
解
度
は
高
か
っ
た
。
今
後
も
文
化
財
へ
の

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
解
り
や
す
い
授
業
を

目
指
し
ま
す
。

成
果

指
標

の
分

析

昨
年
度
と
比
較
し
減
少
し
て
い
る
が
、
参
加
者
の
反

応
は
好
評
で
あ
る
た
め
、
今
後
SN
S等
に
よ
り
若
者
層

へ
の
情
報
発
信
を
行
い
、
目
標
達
成
を
目
指
し
ま
す
。

1
0

0
 

8
0

0
 

2
8

4
 

1
2

6
 

9
1

1
0

,0
0

0
 

R2
R3

R4
R5

R6
R7

文
化
関
連
で
発
信
し
た
Y
ou

Tu
be
動
画

再
生
回
数
（
累
計
）
（
回
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

動
画
の
掲
載
数
が
少
な
く
、
再
生
数
は
伸
び
悩
ん
で

い
る
。
現
在
は
X等
の
SN
Sを
通
じ
て
情
報
発
信
を
し

て
お
り
、
今
後
は
Xを
中
心
と
し
た
発
信
に
切
り
替
え

ま
す
。

指 標 の 説 明

【市
内

文
化

財
の

新
規

指
定

等
の

候
補

件
数

（
累

計
）

】
対

象
文

化
財

の
調

査
件

数
（

文
献

調
査

及
び

現
地

調
査

）
【出

前
授

業
等

の
市

内
教

育
関

連
事

業
で

行
った

内
容

の
理

解
度

】
出

前
授

業
等

に
お

け
る

児
童

へ
の

ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
に

よ
り回

答
の

あ
った

割
合

【芸
術

文
化

に
接

す
る

機
会

が
あ

った
市

民
の

割
合

】
市

民
意

識
調

査
に

よ
り回

答
の

あ
った

割
合

3
6
.8

%
2

6
.9

%
3

4
.9

%
4

5
.0

%

R1
R3

R5
R7

芸
術
文
化
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ
た

市
民
の
割
合

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

コ
ロ
ナ
の
影
響
前
の
令
和
元
年
の
数
値
ま
で
ほ
ぼ
回

復
し
た
。
既
存
事
業
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
加
え
つ
つ
、

新
規
事
業
も
打
ち
な
が
ら
魅
力
あ
る
芸
術
文
化
事
業
の

発
信
に
努
め
ま
す
。

19



課
題

に
対

す
る

主
な

取
組

施
策

の
評

価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【進
行

年
度

の
取

組
内

容
】

（
課

題
解

決
状

況
）

○
遺
跡
の
調
査
に
つ
い
て
は
報
告
書
の
作
成
、
文
化
財
の
活
用
に
つ
い
て
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
企
画
展
の
開
催
な
ど
計
画
ど
お
り
に

実
施
で
き
て
い
ま
す
。

○
文
化
施
設
の
集
約
化
に
つ
い
て
は
、
新
設
の
備
前
市
美
術
館
に
一
部
集
約
を
行
っ
て
い
る
が
課
題
解
決
に
は
つ
な
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

生
涯

学
習

課
⾧

川
淵

裕
之

文
化

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課
⾧

杉
山

麻
里

【翌
年

度
の

取
組

目
標

】
○
埋
蔵
文
化
財
管
理
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
市
内
小
学
校
へ
の
出
前
講
座
と
し
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

○
施
設
の
集
約
化
に
つ
い
て
は
、
全
庁
の
取
組
と
し
て
行
い
ま
す
。

二 次 評 価 者

役
職

生
涯

学
習

部
⾧

○
出
前
授
業
等
へ
の
理
解
度
は
高
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
を
開
催
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
ま
た
企
画
展
等
を
通
じ
て
市
民
の
歴
史
文
化
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、
新
美
術
館
と
も
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

○
公
共
施
設
の
集
約
化
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
効
活
用
と
適
正
な
管
理
に
向
け
て
、
全
庁
的
な
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

氏
名

杉
田

和
也

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
4
歴
史
文
化
の
活
用
と
伝
統
文
化
の
継
承

課
　
題

具
体

的
に

実
施

し
た

事
業

や
取

組
事

業
や

取
組

の
概

要
予

算
執

行
（

万
円

）
ア

ウ
ト

プ
ット

（
ど
の

くら
い

の
事

業
や

取
組

を
行

った
か

）
ア

ウ
ト

カ
ム

(ど
れ

だ
け

の
成

果
が

得
ら

れ
た

か
）

歴
史

・文
化

に
関

す
る

調
査

・整
備

市
内

遺
跡

調
査

井
田

跡
の

確
認

調
査

20
0万

円
井

田
跡

の
水

路
・堤

構
築

方
法

（
基

礎
）

の
確

認
井

田
跡

の
文

化
財

的
価

値
を

判
断

す
る

た
め

の
基

礎
的

デ
ー

タ
を

得
る

事
が

で
き

た
。

歴
史

・文
化

の
市

民
理

解
や

PR
活

動
地

域
の

特
色

あ
る

埋
蔵

文
化

財
活

用
事

業
ワ

ー
ク

シ
ョッ

プ
「鏡

・と
ん

ぼ
玉

を
つ

くろ
う
」を

開
催

「備
前

焼
」に

関
連

す
る

企
画

展
を

開
催

21
0万

円

ト
ン

ボ
玉

を
つ

くろ
う
4回

（
1
日

2
回

×
２

日
）

鏡
工

人
２

回
（

1
日

2回
×

1
日

）
縄

文
土

器
を

つ
くろ

う
１

回
窯

跡
を

歩
く　

1
回

企
画

展
「海

の
古

備
前

山
の

古
備

前
」を

開
催

ワ
ー

ク
シ

ョッ
プ

参
加

者
 1

0
2人

企
画

展
来

場
者

 7
1
7人

複
数

あ
る

文
化

施
設

の
整

理
文

化
施

設
の

今
後

の
方

針
検

討
文

化
施

設
の

集
約

化
―

備
前

市
美

術
館

に
各

文
化

施
設

の
機

能
を

一
部

集
約

化
。

市
外

を
含

む
多

くの
人

に
各

施
設

の
所

蔵
品

の
魅

力
を

発
信

で
き

た
。

歴
史

・文
化

に
関

わ
る

人
材

確
保

旧
閑

谷
学

校
世

界
遺

産
登

録
推

進
事

業
（

論
語

か
る

た
）

論
語

か
る

た
大

会
の

実
施

1
4万

円
論

語
か

る
た

大
会

参
加

者
数

8
6
人

（
市

外
小

学
校

参
加

・ボ
ラ

ン
テ

ィア
ガ

イ
ド

協
会

や
緑

陽
高

校
生

の
ス

タ
ッフ

協
力

）

子
供

た
ち

を
は

じ
め

市
内

外
の

多
くの

人
に

旧
閑

谷
学

校
の

魅
力

を
発

信
し

、地
域

の
活

性
化

に
つ

な
げ

る
事

が
で

き
た

。
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※
特
別
会
計
は
除
く

す
べ
て
の
人
々
が
「
す
る
」
「
み
る
」
「
さ
さ
え
る
」
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
ス
ポ
ー
ツ
に
参
画
す
る
こ
と
で
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が
い
や
元
気
を
持
っ
て

生
活
す
る
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
地
域
資
源
を
有
効
に
活
用
し
た
施
策
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
活
力
あ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

施
策

の
方

向
性

・目
標

（
総

合
計

画
よ

り
）

【
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
】

・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
情
報
発
信
や
利
便
性
向
上
な
ど
に
よ
り
、
施
設
の
利
用
促
進
を
図
る
と
と
も

に
、
設
備
の
充
実
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
、
誰
も
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る
環
境
整
備
が
必
要

で
す
。

・
点
在
す
る
施
設
及
び
老
朽
化
す
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
公
共
施
設
個
別
計
画
に
基
づ
き
施
設
の
存

続
や
除
却
を
判
断
し
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
と
財
政
負
担
を
踏
ま
え
た
施
設
整
備
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
】

・
ス
ポ
ー
ツ
を
定
期
的
に
し
て
い
る
市
民
の
割
合
（
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率
）
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
年
齢
、
嗜
好
・
目
的
な
ど
に
応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

・
2

0
歳
代
か
ら

5
0
歳
代
ま
で
の
年
代
は
、
労
働
や
子
育
て
に
よ
り

1
週
間
の
う
ち

1
日
も
運
動
し
な

い
人
の
割
合
が

6
0
％
を
超
え
て
い
る
状
況
で
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
の
創
出
や
き
っ
か

け
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
地
域
活
性
化
】

・
県
内
外
か
ら
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
整
備
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
ま
ち
の
活
性
化
に
向
け
た
取
組
が
必
要
で
す
。

・
備
前
市
の
持
つ
ス
ポ
ー
ツ
資
源
と
「
観
光
」
「
文
化
」
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
価

値
の
創
出
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
状

と解
決

す
べ

き
課

題

令
和

7年
度

施
策

評
価

シ
ー

ト
（

評
価

対
象

R
6年

度
）

【文
化

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課
】

政
策
1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策
05

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
1

3
,1

3
7

 

2
3

5
,0

6
7

 
経
費
の
内
訳
（
千
円
）

経
常
的
経
費

臨
時
的
経
費

1
,2

5
6

 

1
8

7
,7

3
7

 
特
定
財
源
の
活
用
（
千
円
）

21



4
,7

3
5
 

4
,0

2
6

 

1
2
5

 
2

,2
1

7
 

2
,6

3
3
 
3

,2
9

4
 4
,2

3
5

 3
,0

0
0
 

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

県
内
外
を
対
象
と
し
た
大
会
等
の
参
加
者
数

（
件
）

指
標

目
標

成
果

指
標

（
達

成
し

た
い

目
標

）

3
5

.4
%

3
3

.3
%

3
4

.0
%

4
5

.0
%

R1
R3

R5
R7

週
１
回
以
上
運
動
す
る
人
の
割
合

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

習
慣
と
な
る
よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
機
会
の
創

出
や
き
っ
か
け
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

3
6

0
,7

9
53
0

8
,7

9
1

2
1

3
,1

1
2

1
8

2
,7

5
0 2

3
7

,9
8

4

2
5

4
,4

3
0

 2
7

6
,6

3
3

 

3
1

0
,0

0
0

 

H
3

0
R1

R2
R3

R4
R5

R6
R7

市
内
体
育
施
設
の
利
用
者
数
（
人
）

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
少
な
く

な
っ
て
お
り
、
予
防
対
策
を
講
じ
つ
つ
、
利
用
者
数
の

増
加
に
向
け
て
受
入
態
勢
等
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

成
果

指
標

の
分

析

新
型
コ
ロ
ウ
イ
ル
ス
ナ
感
染
症
の
影
響
が
薄
れ
つ
つ
あ

り
、
参
加
者
数
が
増
加
し
た
。

予
防
対
策
を
講
じ
た
り
、
少
数
で
の
開
催
・
実
施
な
ど
も

考
慮
し
た
り
す
る
な
ど
に
よ
り
、
着
実
に
行
い
成
果
を
出
し

て
い
き
ま
す
。

指 標 の 説 明

【週
1回

以
上

運
動

す
る

人
の

割
合

】
市

民
意

識
調

査
に

よ
り回

答
の

あ
った

割
合

【市
内

体
育

施
設

の
利

用
者

数
】

久
々

井
、
日

生
、
吉

永
運

動
公

園
の

年
間

利
用

者
数

の
合

計

8
 

8
 

1
4

R5
R6

R7

市
内
中
学
校
部
活
動
の
地
域
移
行
に
伴
う

指
導
者
登
録
人
数

指
標

目
標

成
果

指
標

の
分

析

国
の
実
証
事
業
を
活
用
し
、
市
内
中
学
校
5校
の
う

ち
土
日
の
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て
4校
で
実
施
。

地
域
で
の
受
け
皿
の
整
備
に
向
け
、
指
導
者
の
確
保

に
努
め
て
い
き
ま
す
。
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課
題

に
対

す
る

主
な

取
組

施
策

の
評

価

一 次 評 価 者

役
職

氏
名

【進
行

年
度

の
取

組
内

容
】

（
課

題
解

決
状

況
）

○
経
年
劣
化
に
よ
る
体
育
施
設
の
修
繕
は
、
緊
急
性
や
優
先
度
に
よ
り
対
応
し
て
い
く
が
、
施
設
の
統
廃
合
に
係
る
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
市
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
る
場
の
提
供
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

○
中
学
校
の
地
域
展
開
は
、
国
の
委
託
事
業
を
活
用
し
実
証
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
種
目
を
増
や
す
よ
う
指
導
者
等
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

文
化

ス
ポ

ー
ツ

振
興

課
⾧

杉
山

麻
里

【翌
年

度
の

取
組

目
標

】

○
体
育
施
設
に
つ
い
て
も
全
庁
的
に
取
り
組
む
施
設
の
統
廃
合
と
し
て
検
討
し
ま
す
。

○
市
民
が
「
す
る
」
「
み
る
」
「
さ
さ
え
る
」
と
い
っ
た
様
々
な
形
で
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

〇
生
徒
が
継
続
的
に
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
芸
術
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
地
域
全
体
で
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

二 次 評 価 者

役
職

生
涯

学
習

部
⾧

○
体
育
施
設
の
修
繕
に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
度
や
緊
急
度
を
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
施
設
の
統
廃
合
に
係
る
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
併
せ
て
検
討
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

○
体
育
施
設
の
利
用
者
数
や
大
会
参
加
者
数
は
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
向
け
て
回
復
し
て
お
り
、
今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
等
に
よ
り
ス
ポ
ー
ツ
に

親
し
む
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

氏
名

杉
田

和
也

政
策

1
誰
も
が
い
つ
ま
で
も
成
⾧
し
続
け
、
輝
け
る
ま
ち
（
教
育
・
文
化
）

施
策

0
5
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
推
進

課
　
題

具
体

的
に

実
施

し
た

事
業

や
取

組
事

業
や

取
組

の
概

要
予

算
執

行
（

万
円

）
ア

ウ
ト
プ

ット
（

ど
の

くら
い

の
事

業
や

取
組

を
行

っ
た

か
）

ア
ウ

ト
カ

ム
(ど

れ
だ

け
の

成
果

が
得

ら
れ

た
か

）

ス
ポ

ー
ツ

施
設

の
整

備
利

用
者

の
ニ

ー
ズ

に
対

応
し

た
施

設
環

境
の

整
備

体
育

施
設

の
改

修
・修

繕
10

,1
95

体
育

施
設

の
改

修
・修

繕
（

15
件

）
、

整
備

（
3

件
）

、
解

体
撤

去
（

1件
）

経
年

使
用

に
よ

る
改

修
・修

繕
費

及
び

施
設

整
備

を
行

っ
た

。
改

修
費

等
前

年
度

比
:

-4
6.

6％

生
涯

ス
ポ

ー
ツ

の
充

実
年

代
を

問
わ

ず
ス

ポ
ー

ツ
に

触
れ

る
場

と
機

会
の

充
実

各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

や
出

前
ス

ポ
ー

ツ
教

室
へ

の
参

加
促

進
13

,5
71

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェス

テ
ィバ

ル
（

1,
80

5人
）

や
そ

れ
以

外
の

各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

等
（

13
件

、
2,

43
0

人
）

の
開

催

参
加

者
前

年
度

比
:

+
28

.6
％

（
R
5:

ス
ポ

ー
ツ

フ
ェス

テ
ィバ

ル
1,

50
1人

　
そ

れ
以

外
の

各
種

ス
ポ

ー
ツ

教
室

1,
79

3人
）

今
後

も
参

加
者

の
増

加
に

向
け

て
実

施
可

能
な

ス
ポ

ー
ツ

教
室

等
の

開
催

を
計

画

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
地

域
活

性
化

ス
ポ

ー
ツ

と
地

域
資

源
の

融
合

に
よ

る
地

域
の

活
性

化
の

推
進

市
内

中
学

校
部

活
動

の
地

域
移

行
の

推
進

96
市

内
中

学
校

部
活

動
の

地
域

移
行

に
係

る
指

導
者

の
委

嘱
。
（

指
導

者
登

録
人

数
:

8名
）

市
内

中
学

校
の

土
日

の
部

活
動

に
対

し
、
地

域
移

行
に

係
る

指
導

者
を

派
遣

。
（

延
べ

実
施

数
:

6校
、
13

0日
）

ス
ポ

ー
ツ

に
よ

る
市

民
の

一
体

感
プ

ロ
ス

ポ
ー

ツ
観

戦
・応

援
ツ

ア
ー

の
実

施
本

市
出

身
又

は
本

市
に

ゆ
か

り
の

あ
る

ス
ポ

ー
ツ

選
手

に
対

し
、
一

体
感

を
も

っ
た

応
援

及
び

激
励

12
,8

77
オ

リッ
ク
ス

・バ
フ
ァロ

ー
ズ

観
戦

・応
援

ツ
ア

ー
（

市
民

55
1人

）
、
ロ

サ
ン

ゼ
ル

ス
メ

ジ
ャ
ー

リー
グ

応
援

ツ
ア

ー
（

中
高

生
19

7人
）

市
民

及
び

次
代

を
担

う
中

高
生

の
ス

ポ
ー

ツ
に

関
わ

る
感

情
を

醸
成

す
る

と
と
も

に
、
ス

ポ
ー

ツ
振

興
に

寄
与

す
る

こ
と
が

可
能

と
な

っ
た

。
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４ 学識経験者の意見 

 

地域に住む市民一人一人が、急激に変動する社会を主体的に生き抜いていける資質能力を育むため、公

教育にはさまざまな役割が求められています。教育行政機関にとってとりわけ重要なのは、どの世代の住民も

例外なく、あらゆる機会にあらゆる場所において主体的に学べるようにするだけでなく、学んだ成果を生かせ

るよう広く環境を整えることです。この観点から、貴市が第３次総合計画のうち基本計画の筆頭に教育・文化

の振興を挙げていることは、高く評価すべきところでしょう。 

 今後の教育・文化振興がより実り豊かなものとなるよう、教育行政の点検・評価のあり方に見直しを求めた

い点は次の通りです。 

 

第一は施策03「学校教育の充実」について、いわゆる「学力」向上策の過程や成果を判断する指標を多

角的・多面的に見直すことです。現状ではICT活用スキル、外国語教育、学校図書館の利用、進路指導の４点

が挙げられています。しかしながら、素朴に考えてみますと、基本的な読み・書き・計算を中心とする学力の核

心部分がどのように形成されているのかを、これらの指標から読み取ることができるでしょうか。情報化や国

際化への対応は確かに重要な教育課題の一つですが、一方で、デジタルメディアに偏った学習の課題が浮き

彫りになり、手書きの学習に立ち返ろうとする動きが諸外国の一部で始まっていることを思い起こすべきときで

はないでしょうか。 

 

第二は施策01「生涯学習の充実」について、いわゆる三大社会教育施設の一つ、公共図書館活用の指標

を見直すことです。教育施策の筆頭に「生涯学習の充実」を挙げていることは時宜にかなった位置付けであり

、現状を踏まえて指標を設定することは施策の立案に不可欠な取組です。しかしながら、この施策が十分な成

果を上げているかどうかを判断するには、市内の貸出冊数を示すだけでなく、他地域の貸出冊数にも目を向

けて、施策の刷新に結びつく材料も広く参考にする必要があるのではないでしょうか。ただし、他の自治体との

比較にばかりこだわったり、単純な横並びの発想に陥ったりしないよう備前市の特質を施策に生かしやすい指

標とすることが大切です。 

 

第三は施策05「スポーツ・レクリエーション活動の推進」について、生涯にわたってスポーツに親しめるよう

にするための環境整備に係る点検・評価の結果を、施策に反映させる余地を拡大することです。例えば、市民

のスポーツ実施率を調査し、その向上を図るだけでなく、各体育施設が市民にとって利用しやすいものとなっ

ているか、その運用の実態も調査されてはいかがでしょうか。同時に、市民が各体育施設にどのような運用を

求めているのかを把握することも必要でしょう。生涯にわたる健康づくりや体力づくりのために必要なスポーツ

の質的・量的水準について知見を収集し、市民に提供するような啓発活動も不可欠です。これらの例にとどま

らず、スポーツ実施率の向上を阻む諸要因を少しずつでも取り除いていけるようにしたいものです。 

 

前年度に述べたことの繰り返しになりますが、教育実践と教育行政は公教育の両輪をなすものです。本報

告書の作成に直接・間接にかかわってこられた貴市教育関係者の皆様には、本報告書から多岐にわたって得

られる取組の成果と課題を広く周知するとともに、次期事業に有効に生かしていただきたく存じます。今後も市

民主体の多様な学びとその成果の活用がますます実り豊かなものとなりますよう心から祈念いたします。 
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